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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第１回西脇市男女共同参画審議会  

開催日時  2023（令和５）年８月２日（水）  

午後２時～３時 50分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１  

出 席 委 員 の 名 前 又

は人数  
７名  

欠 席 委 員 の 名 前 又

は人数  
４名  

出席職員の職・名前

又は人数  
７名  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  ―  

傍聴人の数  １名  

議題又は協議事項  ⑴   西脇市男女共同参画センター事業について  

⑵   第 ３ 次 西 脇 市 男 女 共 同 参 画 基 本 プ ラ ン の 進

捗状況調査について  

⑶   2022（令和４）年度ＤＶ相談等の状況につい

て  

会議の記録（概要）  

発言者  ○  開会  

 

○  市長あいさつ  

 

○  委員委嘱  

 

〇  新委員自己紹介  

 

○  会議成立の報告  

委員７名の出席により会議成立の報告  

 

○   傍聴者について  

傍聴者１名の報告  

 

○  会長あいさつ  
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事 務 局  

 

 

 

 

会 長  

 

会 長  

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

委 員  

○   議事⑴  西脇市男女共同参画センター事業  

「ア  2022（令和４）年度事業実施状況」について  

資料１に基づき、事務局（男女共同参画センター）

から説明  

 

 事務局から説明いただいたが、意見はないか。  

 

 資料１「５  庁内の取組」で女性活躍推進プロジェク

トチームを立ち上げたとのことだが、とてもすばらしい

ことであると思う。何か成果はあるか。  

 

今年で２年目になるが、令和４年度で出た意見を取り

まとめながら、令和５年度で報告をする予定である。４

年度の取組で成果としてはまだないが、チームのメンバ

ーから、「審議会委員の登用に女性が少ない」、「託児

をする時のマニュアルがない。」といった意見がある。

みらいえでの講座等の開催時には託児はあるが、本庁の

開催時は、託児そのものが定着していないため、受け入

れ体制ができていないので、本庁において託児が当たり

前となるよう提案していきたい。  

 

 そのようになることを、ぜひとも期待している。  

 

 大企業の男性の育児休暇取得率が 40％を超えたという

記事を見かけ、（期間は）１週間ぐらいだろうと思って

いたが、平均取得日数が約 40日と書いてあり、驚いた。

それが本当だとすれば、遅れをとっていると感じる。  

 

参考資料として新聞の記事を配布している。その中に

従業員  1,000人超の大企業を対象としたアンケートでは

男性育休の取得率が 46.2％と記載してある。  

 

ここ１、２年で新しい制度となり取りやすくなった。

特に若い男性がワーク・ライフ・バランスを意識するよ

うになったこともある。西脇市としても若い人に来ても

らうには、大事なことだと思う。  

 

 資料１「２  男女共同参画社会を推進するための啓発
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事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

事 務 局  

 

委 員  

 

事 務 局  

 

会 長  

 

 

事 務 局  

 

会 長  

 

 

 

 

委 員  

 

 

事業、講座、イベント等」No.24のみらフェス「チャレン

ジショップ」について、参加者数が５店舗となっている

が、具体的にどのような業種の方が参加されたのか。ま

た、出店者の反応はどうだったか。  

 

１店舗目は、パステルアートのワークショップと作品

販売。２店舗目は、漫画を描く方とアクセサリー作家が

一緒に展示やアクセサリーを販売、こども向けのワーク

ショップ等を実施。３店舗目は、西脇市内でパンの製造

販売をしている方の販売、４店舗目は、クラフトバンド

雑貨の販売、最後５店舗目は、飲食物の販売の以上５店

舗であった。参加者には、すでに起業をしている方、こ

れから起業をしようとする方があった。直接お客様と触

れ合うことで、起業に向けてのモチベーションが上がっ

たという感想があり、お客様と接することは、とてもい

い機会になっていると感じた。  

 

 参加費はあるのか。  

 

参加費は無料である。  

 

出店条件は、起業カフェ参加者ということか。  

 

起業カフェの参加者を対象としている。  

 

参加費が無料というのは、出店料が無料ということで

よいか。  

 

出店料が無料である。  

 

○○委員には、起業カフェでも力添えいただき感謝す

る。起業をしている方、または、チャレンジしている方

は、ネットワークづくりでは、層が厚くなってきている

ということはあるか。  

 

起業カフェは、開催して８年になるが、受講者の延べ

人数としては、相当な人数になる。横での繋がりを作る

というところまでは具体的にはできていない。去年「チ
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会 長  

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

委 員  

 

 

事 務 局  

 

委 員  

 

事 務 局 

ャレンジマルシェ」（出店体験）というイベントを実施

し、その際に出店の心得や成功の秘訣をテーマとしたセ

ミナーを開催した。セミナー参加者は、出店当日までに

ＳＮＳの発信や準備等を「皆で（協力して）やっていこ

う」と、ＬＩＮＥのグループを作成した。発信する方、

そうでない方様々であったが、情報交換ができ、とても

楽しそうであった。イベント終了と同時にＬＩＮＥグル

ープも閉鎖となったが、残念がる人が多かった。それだ

け横の繋がりは大切であり、次のステップに進むために

は、必要であると感じた。そのような機会があれば、ぜ

ひ進めていきたい。  

 

ぜひ、お願いしたい。  

事務局に質問だが、資料１「１  優先すべき取組の実

施状況」 No.1の女性リーダー養成講座では、そのような

繋がりはできてきているか。  

 

受講生のメンバーでグループを立ち上げ、みらフェス

の時にブース出展をされた。自身の学びの延長で、企画

をして実施に至った。また、こどもプラザフェスタでは

違うことをしてみようということで手話による絵本の読

み聞かせを実施。横の繋がりができたことで、一人では

できないこともチームになれば、新たにチャレンジする

ことができ、良かったと思う。  

 

男性社会の中に、個別で女性が入ると、一人ひとりが

闘うこととなり、かなり厳しい状況になるが、ネットワ

ークができると、皆で楽しく変えていこうという気持ち

になるので、ぜひ力を入れていただきたいと思う。  

 

 女性リーダー養成講座では、西脇市は、２～３人と少

ないが、出遅れている感じがするだろうか。  

 

 他の地域のメンバーと比べてということだろうか。  

 

 北播磨管内では、少ないような気がする。  

 

申込枠としては、他市と同じぐらいの人数を募集して
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会 長  

 

 

委 員  

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるため、同じぐらいであるが、参加者としては、１～

２年早く始めているところの方が、積み重ねで、少し多

い傾向にある。今年度も引き続き実施しているので、多

くの方にご参加いただきたい。  

 

 北播磨のなかでは、出遅れている感じがするので、ぜ

ひとも挽回してもらいたい。  

 

 女性リーダー養成講座を受講されている方の平均年齢

はどのくらいであるか。  

 

 20歳代～ 40歳代で募集をかけていたが、該当しない方

（それよりも上の世代の方）も受け入れをしていた。今

から西脇市を担う女性をつくっていきたいという思いが

あるため、若い世代の方に入っていただきたい。  

 

 年齢のことで、アドバイスやリクエスト等はあるか。  

 

 どのくらいの方が興味を持っているかということと、

年配の方でも時間をお持ちの方があるので、そのような

方も参加しているのかと思い、質問した。  

 

 20歳代～ 40歳代はこれからの社会を作っていくには、

とても大事だが、 50歳代・ 60歳代の方々もまだまだ社会

を変えていく（特に地域を変えていく）原動力になる方

なので、ご参加いただけたらと思う。しかしながら、意

欲的な方とそうでない方もあるので、募集の仕方にも工

夫が必要であると感じる。単なるカルチャースクールと

いうのではなく「物事を前向きに変えようとする意識の

ある方」といった表現を一文添えるのはどうか。  

近隣市の話だが、同様の講座メンバーの中に、 30歳代

～ 40歳代の方もいるが、その上の世代がすごく元気であ

る。（自分達の世代よりも）上の世代の方々と一緒にな

ることで、さらにパワーを発揮できているという例もあ

る。上の世代の方々にも入ってもらわないと地域を変え

ていくことはできないので、そのような考えがあっても

よいと思う。  
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委 員  

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にしわき女性リーダー養成講座の受講者数が「 13 名」

とあるが、リーダーになって実際に何かをされた方はい

るか。  

 

審議会委員の公募枠に立候補してくださった方が一人

いる。今までは、審議会というものがある ということす

ら知らなかった方も多く、広報等で募集をしても、なか

なか立候補がない状況であったが、養成講座の中で紹介

すると、自分から手を挙げてくださった方がいたので、

大事なことだと感じた。  

 

○   議事⑴  西脇市男女共同参画センター事業  

「イ  2023（令和５）年度予定事業」について  

資料２に基づき、事務局から説明  

 

 事務局から説明いただいたが、意見はないか。  

 

〈意見なし〉  

 

○   議事⑵  第３次西脇市男女共同参画基本プランの進

捗状況調査について  

資料３に基づき、事務局から説明  

 

 事務局から説明いただいたが、意見はないか。  

 

資料３「基本目標Ⅲ  社会のあらゆる分野における男

女共同参画の推進」52 番・53 番で気になったのだが、小・

中学校で女性の管理職が少ないというのは 、子ども達に

植え付ける影響（インパクト）がとても大きいものだと

感じる。小・中学校で普通に女性の教頭先生や校長先生

がいる環境にしていかなければならないと思うが、すぐ

には育たないと思う。いかに育てていくか ということも

重要であるかと思うが、学年主任等への女性の登用促進

については、そのような機運はあるのか。  

 

〇○委員は、以前、学校におられたと聞いたが学校現

場ではどうか。  
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委 員  

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

会 長  

 

委 員  

 

会 長  

 

 

 

委 員  

 

 

会 長  

 

委 員  

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 10年程前に退職したので、現状は分からないが、当時

私の勤めていた地域では、女性の教頭はいなかった。誰

かを教頭にしないといけないというプレッシャーがあり

なられた方があったが地域での受け入れが難しかった。

教頭は地域とのつながりも沢山あり、勤務時間も長く、

家庭との両立が難しかったように思う。  

 

 女性の教頭先生としては、初めてだったか。  

 

 私の地域では、初めてだった。  

 

 校長先生はおられたか。  

 

 校長先生はおられたが、教頭先生はなかった。  

 

 推薦をしても、潰してしまってはいけないので、全体

として支えていく体制が必要である。また、地域として

も受け入れてもらわないと変わっていかないと感じる。  

 

 女性管理職を増やしていかないといけないという思い

もある。  

 

 西脇市にはその時、校長先生や教頭先生はいたのか。  

 

 その当時、すでに西脇市にはいた。  

 

 女性の校長や教頭がいる学校に通っている子ども達は

幸運だと思う。地域が受け入れないのであれば、仕掛け

が必要であると思うし、（管理職になるよりも前に）学

年主任にあげていくところからアプローチしていかない

と、放っておいても何も変わらないと感じる。  

 自治会のアンケートがあったが、自治会ではどうか。  

 

 民生委員等は、女性が多いが、幹事はやはり少ない印

象である。女性にお願いしても、快諾いただける方はな

かなかいない。女性に入ってもらいたいという希望もあ

るし、入ってもらわないと町の運営ができない。問題と

して挙げられるのは、町の幹事の仕事は、夏祭り、秋祭



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

委 員  

 

会 長  

 

 

 

委 員  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

委 員  

 

りといった行事が大半を占める。力仕事も多いし、幹事

は、それらを中心となってやっていかないといけない た

め、女性が担うには困難である。  

区長になるためには、幹事を２年～４年経験しないと

できないようになっている。幹事はどうやってなるかと

いうと、民生委員等の役職を長い間担っていたら幹事に

なれるが、役職がなければ、公民館委員等を経験して幹

事になり、区長になるといった段階を踏まないといけな

いため、かなり時間がかかる。力仕事が多いというとこ

ろが一番大きな要因になっていると感じる。  

秋祭りみたいな大きな行事がないところは、女性を登

用しやすい気はするが、そうでないところは、難しい。  

神輿を担ぐのも、身体と身体が密着するということも

あり、神経質になるところである。また、パートナーの

了承も必要である。  

 

自治会の意思決定をする時や災害があった時等に、女

性が入っていないことで、これから大変になってくると

いう意識はあるのか。  

 

今でもある。女性に入ってほしいと思っている。  

 

意識があるのであれば、工夫することはできないのか。 

秋祭りであれば、神輿を担ぐことはできないが、それ以

外の調整事をお願いするといったことはできないか。  

 

話し合いの場に女性が入ってほしいという気持ちはあ

るが、話し合いの場だけに参加するというのは、難しい

のではないかと感じる。  

 

先程の教頭先生の話と同じで、一人で入ると潰れてし

まう可能性があるが、数人で入るようにするなど、 組織

を変えていかない限り、変わっていかないと思う。どこ

まで女性に入ってほしいと思っているかというところに

本気度が表れると思う。  

 

女性に入ってもらうには、最低２名探さないといけな

いということもある。  
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会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

委 員  

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

委 員  

 

 

 

会 長  

 

一つの地域で壁があり悩んでしまうところだが、ネッ

トワークを使い、互いに工夫することが重要である。そ

の町だけにお願いすることは酷なことではあるが、市全

体として変えていく流れにしていかないと、今は良いか

もしれないが、今後、若い女性が西脇市に来てくれない

ことも考えられ、秋祭り自体も成り立たなくなってしま

う。そこに対する危機感をどう考えていくかだと思う。  

 

 今の話を聞いて皆様はどうか。  

 

 私の町では、三役（会長、副会長、会計）には、女性

が入っていないが、女性会があり発言権を持っている。

祭りをするということがあれば、三役と女性会と子ども

会の役員が集まり、決定の場においては女性の意見が大

いに尊重される。  

 

 別組織として、女性会として確立しているとそれなり

に発言権があるということか。  

 

必ず一緒に会議をして祭りのことを決めていくので不

都合はない。ただ三役については、常に男性で回ってい

るのは確かである。  

 

 私の町でも女性会はあるので、踊り手として夏祭りな

どには参加している。また、敬老会は裏方として手伝い

をしている。女性会も活躍しているが、幹事としては男

性が担っている状況である。  

 

 区長と三役というのが、前にでているが、実質的に発

言権がどの程度であるのか調査をして、実態を知ること

が大事なことであると思うが、どうだろうか。  

 

昔の村社会なので、男性の方が中心となり、女性は意

見を持っていない方が大半であると思う。男性も従来の

やり方に捉われ過ぎているので、ほぼ意見がない。  

 

前例踏襲ということでよろしいか。  
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委 員  

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

事 務 局  

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

委 員  

 

 

会 長  

 

 

委 員  

 

 

今までは、会議等でも意見が出ずに、従来のやり方で

終わらせていた。若い方から変えていきたいという意見

もあり、数年前から祭りの太鼓に女性も乗れるようにな

り、今年からは、相撲に女性も参加できるようになった。

三役までとはいかないが、少しずつ変革していかなけれ

ばならないという気持ちが生まれ始めている。  

 

○   議事⑶  2022（令和４）年度ＤＶ相談等の状況につ

いて  

資料４に基づき、事務局から説明  

 

事務局から説明いただいたが、意見はないか。  

 

男性の方からの相談はあるか？  

 

 現状、ほとんどない。  

 

はぴいくサポートセンターというと子育て について相

談する場所だというイメージがあり、男性は行きにくい

気がする。  

現在は、市役所に電話すると関係部署に繋いでくれる

が、何十年も前だと、たらい回しにされるケースもあっ

た。ここに連絡するというのがすぐ分かればよい。  

 

計画のなかにも配偶者暴力相談支援センターの設置に

向けて検討していくとしており、他市でも設置するとこ

ろが増えてきているため、今後の課題としていく。分か

りやすい名称をつける必要があると感じる。  

 

相談すること自体を躊躇してしまうことは、あっては

ならないと思う。  

 

名前をすぐに変更するのは難しいが、男性も相談で き

るような工夫もしていただきたい。  

 

2022（令和４）年度に一時保護をした方は、近所の方

からの通報などがあって保護をしたのか。  
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事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

事 務 局  

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

事 務 局  

 

 

事 務 局 

こちらの方は、ご自身からの要望があり、状況を聞き

取ったところ自宅に帰るのが危険と判断したため、女性

センターに一時的な保護を依頼した。  

 

保護をした後のサポート等もしていただけるのか。  

 

一時保護するところは長くは滞在できないため、入っ

てすぐにでも次の行き先を探している。すぐに自宅に帰

るのが難しい方が大半であるので、施設に入って過ごす

方もいる。  

 

 委員の皆様には貴重な意見をいただき感謝する。  

事務局には、本日の意見を今後の男女共同参画の事業

に反映していただくよう、よろしくお願いする。  

 

 貴重な意見をいただき、お礼申し上げる。  

今後の男女共同参画推進事業に反映していく。  

 

○   その他  

議事録はホームページ等で公開予定である。  

今年度は２回の審議会を開催予定であり、第２回審

議会は来年の２月頃を予定している。  

開催日が決まり次第事務局から委員の皆様に連絡を

する。  

 

○   閉会  

 

 

問合せ先  西脇市都市経営部茜が丘複合施設  

男女共同参画センター  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 

 


